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注) 規模5人以上､5～29人､30人以上の数値は､｢毎月勤労統計調査地方調査｣(平成25年7月分)

　による。

女 131,688 157,635 132,957 176,720 83.5

91.7 74.2

男 263,091 305,301 277,168 325,361 86.2 94.9 80.9

計 191,150 236,652 208,451 257,536 80.8

きまって支給する現金給与額（円） 小 規 模 事 業 所 の 水 準

１～４人 ５人以上 ５～２９人 ３０人以上 5人以上=100 5～29人=100 30人以上=100

第１表　小規模事業所の給与水準比較

第１図　きまって支給する現金給与額対前年比の推移

平成２５年毎月勤労統計調査特別調査結果（埼玉県分）

Ⅰ　結果の概要

　平成２５年７月分の小規模事業所（常用労働者１～４人の事業所、以下同じ）の、１人
平均月間きまって支給する現金給与額は、191,150円で、対前年比1.9％増となった。
　男女別では、男が前年より1.3％増の263,091円、女は3.1％減の131,688円であった。
（第１図、第１表）
　主な産業についてみると、建設業は274,112円、製造業は226,199円、卸売業,小売業は
187,676円、不動産業,物品賃貸業は186,534円、学術研究,専門・技術サービス業は
243,691円、宿泊業,飲食サービス業は96,511円、生活関連サービス業,娯楽業は149,952
円、教育,学習支援業は72,312円、医療,福祉は194,161円、サービス業は217,731円となっ
た。
　また、きまって支給する現金給与額の事業所規模間の格差についてみると、小規模事業
所の給与水準は、事業所規模５人以上を１００とした場合は80.8、規模５～２９人を
１００とした場合は91.7、規模３０人以上を１００とした場合は74.2であった。
（第１表）
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 （２）特別に支払われた現金給与額

 ２　出勤日数

 ３　労働時間

 ４　利用上の注意
　この調査結果は、厚生労働省が集計及び公表しているものから、本県分を中心に取りまと
めたものである。
　また、産業分類については、平成２１年調査から、平成１９年１１月改定時の日本標準産
業分類に基づき表章している。
　なお、この調査結果で「サービス業」とあるのは、「サービス業（他に分類されないも
の）」のことである。

第２図　出勤日数及び通常日１日の実労働時間の推移

　平成２５年７月の１人平均月間出勤日数は、19.7日（対前年差0.2日減）であった。
（第２図）
　男女別では、男が21.5日（同0.1日増）、女は18.3日（同0.6日減）であった。

　平成２５年７月の１人平均通常日１日の実労働時間は、6.8時間（対前年差0.2時間減）で
あった。（第２図）
　男女別では、男が7.6時間（同0.2時間減）、女は6.2時間（同0.2時間減）であった。

　平成２４年８月１日から平成２５年７月３１日までの過去１年間に特別に支払われた現
金給与額（勤続１年以上の常用労働者について集計）は、158,141円で、対前年比3.2％
増、きまって支給する現金給与額に対する割合は、0.83か月（対前年差0.01か月増）で
あった。
  男女別では、男が前年より8.7％増の216,406円、女は9.4％減の108,344円であった。
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